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なかよし広場『手形・足形をとろう』

鋸南町立中央公民館の「子育て広場」は、就学前

の子どもたちが安心して遊べ、保護者同士も交流

のできる場所です。毎週木曜日に様々なイベント

を行っています。 

きょなん 

議会だより 

令和３年３月定例会・・・２

２議員が町政を問う・・・５

予算審査特別委員会・・・８

水を得た 蟹!? 
ブルーの世界に 

きょなん
議会だより
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議
員
発
議

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
年
額

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
議
長

以
下
、
全
議
員
の
報
酬
月
額
を

５
％
削
減
す
る
た
め
の
条
例
を
改

め
て
制
定
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
と
町

特
別
職
が
給
料
削
減
を
継
続
す
る

こ
と
を
受
け
、
令
和
３
年
度
も
削

減
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
員
賛

成
で
可
決
。

専
決
処
分

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
事
業
と
し
て
接
種
券

作
成
委
託
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
委

託
費
な
ど
２
月
１
日
に
専
決
処
分

を
行
っ
た
。
全
員
賛
成
で
承
認
。

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

◆
町
長
等
の
給
料
月
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
給
料
を
町
長
は

％
、
副
町
長
、
教
育
長
が

％

を
引
き
続
き
１
年
間
、
削
減
す
る

も
の
。
全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
特
別
職
で
あ
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
の
報
酬
日
額
を

現
行
の
２
千
円
か
ら
１
万
円
に
引

き
上
げ
る
た
め
の
改
正
。
全
員
賛

成
で
可
決
。

〇
質

疑

問

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
以

外
の
消
防
団
員
等
の
見
直
し
は
行

わ
な
か
っ
た
の
か
。

答

他
の
特
別
職
に
関
し
て
は
、

昨
年
４
月
の
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
を
導
入
す
る
際
に
、
区
分
や

金
額
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
は
実
施
隊
員
の

み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
、
緊
急
に
行
わ
れ
た
処
置

に
係
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に

対
し
、
手
当
を
支
給
す
る
も
の
。
全

員
賛
成
で
可
決
。

〇
質

疑

問

こ
の
作
業
の
手
当
を
支
払
っ

た
場
合
、
補
助
金
が
あ
る
か
。

答

国
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

は
現
在
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
訪
問
看
護
等
に
よ
り
、
感
染
者

等
に
接
触
し
た
場
合
に
は
支
給
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
鋸
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

被
保
険
者
の
適
用
除
外
及
び
保

険
料
の
基
礎
賦
課
額
の
所
得
割
額

の
算
定
、
軽
減
判
定
等
の
方
法
の

変
更
に
に
よ
る
も
の
。
全
員
賛
成

で
可
決
。

◆
鋸
南
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業
を

追
加
す
る
も
の
。
全
員
賛
成
で
可

決
。

３
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
３
月
２
日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
と
し
て
開
催
し
た
。

定
例
会
に
は
議
員
報
酬
に
関
す
る
発
議
案
１
件
と
町
提
出

議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

町
提
出
議
案
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
が
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
８
件
、
規
約
の
変
更
が
２
件
、
特
定
事
業
の

変
更
契
約
が
１
件
、
財
産
の
取
得
が
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
２
件
、
町
道
の
路
線
認
定
が
１
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
６
件

と
令
和
３
年
度
当
初
予
算
６
件
の

議
案
。

初
日
に
は
、
竹
田
和
明
議
員
、
笹
生
あ
す
か
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
と
条
例
改
正
等
の

議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
た
。
翌
２
日
目
は
、

予
算
関
係
の
審
議
が
行
わ
れ
、
６
会
計
の
補
正
予
算
の
採
決
を
行
い
、
当
初
予
算
の
審
査
を
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
。
８
日
の
同

委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

日
、
最
終
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
全
員
賛
成
で
全
会
計
予
算
を
可
決
し
た
。

3 月定例会 

鳥獣被害対策実施隊員

－ 2－
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財産の取得に関する採決の結果

◆
鋸
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
保
険
料
率
を
改
正
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
鋸
南
町
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄

付
金
条
例
の
一
部
改
正

寄
付
者
が
寄
付
金
の
使
途
を
指

定
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
内
容
を

明
確
に
す
る
も
の
。

①
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
推
進
に
資

す
る
事
業

②
教
育
の
充
実
に
資
す
る
事
業

③
地
域
活
性
化
・
住
環
境
整
備
に

資
す
る
事
業

④
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
他

町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業

〇
質

疑

問

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
寄
付

で
あ
る
か
ら
、
復
興
支
援
や
防
災
強

化
な
ど
の
使
途
区
分
を
追
加
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

答

改
正
前
は
使
途
区
分
が
不
明

確
で
、
寄
付
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

も
多
く
、
改
正
に
よ
り
使
途
を
具
体

的
に
明
示
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
使

途
は
、
④
の
「
そ
の
他
区
分
」
を
設

け
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。
全
員
賛

成
で
可
決
。

協
議
・
契
約
・
指
定

◆
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
規
約
の
一
部
改
正
の
協
議

組
合
事
務
所
が
老
朽
化
し
た
こ

と
に
よ
る
、
館
山
市
立
博
物
館
分

館
内
に
移
転
す
る
た
め
の
規
約
改

正
の
協
議
。
全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
、

袖
ケ
浦
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総
市
、

及
び
鋸
南
町
広
域
廃
棄
物
処
理
事

業
協
議
会
規
約
の
一
部
改
正

協
議
会
の
事
務
所
が
、
木
更
津

市
か
ら
富
津
市
に
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い
、
協
議
会
事
務
局
及
び
経

費
の
支
弁
の
方
法
の
規
約
改
正
の

協
議
。
全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
特
定
事
業
に
係
る
変
更
契
約
の

締
結第

２
期
君
津
地
域
広
域
廃
棄
物

処
理
事
業
に
関
す
る
契
約
に
つ
い

て
、
契
約
金
額
に
変
更
が
あ
っ
た

た
め
。
全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
財
産
の
取
得
（
都
市
交
流
施
設

周
辺
整
備
事
業
）
に
つ
い
て

当
事
業
を
目
的
と
し
た
土
地
を

取
得
す
る
た
め
。

◎

質
疑
、
賛
否
は
次
の
通
り

問

購
入
物
件
の
中
で
雑
種
地

９
５
７
㎡
と
、
田
１
９
６
０
㎡
の

取
得
価
格
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

答

雑
種
地
は
１
４
５
２
万
２
０

７
円
、
田
は
付
随
し
た
９
・
９
㎡
を

含
め
１
０
５
７
万
円
で
す
。

問

雑
種
地
、
田
と
も
非
常
に
高

く
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
に
よ

り
金
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
鑑

定
の
単
価
（
㎡
）
は
雑
種
地
が
１
万

５
１
７
３
円
、
田
が
５
３
６
６
円

で
す
。

問

委
託
し
た
鑑
定
士
は
。

答

首
都
圏
不
動
産
鑑
定
株
式
会

社
の
鑑
定
士
で
す
。

問

鑑
定
士
の
鑑
定
金
額
を
提
示

し
て
、
交
渉
も
し
な
い
ま
ま
土
地

を
購
入
し
た
の
か
。

答

鑑
定
士
に
は
、
交
渉
に
使
用

す
る
た
め
の
金
額
の
鑑
定
を
依
頼

し
た
の
で
、
そ
の
額
を
提
示
し
、
売

買
の
仮
契
約
を
し
た
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

鋸
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
管
理
者
に
鋸
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
す
る
も
の
。
指
定

期
間
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月

日
ま
で
の

５
年
間
。
全
員
賛
成
で
可
決
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
町
営
保
田
漁
港
公
示
施
設
）

町
営
保
田
漁
港
公
示
施
設
（
係

留
施
設
）
の
管
理
者
に
引
き
続
き

鋸
南
町
保
田
漁
業
協
同
組
合
を
指

定
す
る
も
の
。
指
定
期
間
は
、
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月

日
ま
で
の
５
年
間
。
全
員
賛

成
で
可
決
。

◆
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

県
道
鴨
川
保
田
線
の
改
良
に
伴

い
、
町
に
移
管
さ
れ
る
市
井
原
地

先
の
旧
県
道

・
７
メ
ー
ト
ル
を

新
た
に
町
道
３
０
３
９
号
線
と
し

て
認
定
す
る
も
の
。
全
員
賛
成
で

可
決
。

平
島
孝
一
郎

笹
生
正
己

鈴
木
辰
也

小
藤
田
一
幸

渡
邉
信
廣

笹
生
久
男

大
塚
昇

竹
田
和
明

早
川
正
也

笹
生
あ
す
か

議

員

名

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛
成

〇 〇 反
対

 

都市交流施設周辺整備の用地

町に移管される旧県道（写真右側）

－ 3－
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
う 

皆
さ
ん
は
こ
っ
ち
ね 

２
議
員
が
町
政
を
問
う 

竹田 和明 議員 
 

・町の財政状況について 
・地方への人口分散について 
・脱炭素化の取り組みについて 

よ
り
と
も
君

議会の様子は、ホームページの「議会中継」か

ら視聴できますが、YouTube(ユーチューブ)の
ウェブサイトで『鋸南町議会』と検索すれば「鋸

南町議会チャンネル」で見ることができます。 
どちらも QR コードを使用しても簡単に視聴

できますので、ご利用ください。 

 
 
 

 

笹生 あすか 議員 
 

・新型コロナウイルス感染症対策 
（町指定管理病院）について 

・飼い主のいない猫について 

 

み
か
え
り
ち
ゃ
ん

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

利
用
の
各
々
方
‼ 

こ
ち
ら
か
ら
じ
ゃ 
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※病院会計、水道事業会計については、収益的支出の額 

各会計による補正の状況 

一
般
会
計
の
最
終
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
９
６
０
万
２
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を

億
６
９
６

６
万
５
千
円
と
し
た
原
案
を
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。
町
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、

億
４
３
７
９
万
５
千
円
と
な

る
見
込
み
。

質
疑
で
は
、
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
、
以
前
よ
り
経
営
悪
化

が
心
配
さ
れ
る
鋸
南
病
院
へ
の
質

疑
が
多
く
な
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る

質
疑
は
次
の
と
お
り
。

問

病
院
事
業
継
続
支
援
助
成
金

４
２
０
０
万
円
の
算
出
根
拠
は
。

答

外
来
患
者
の
減
少
（
昨
年
度

比
１
５
９
１
人
減
）
と
入
院
患
者

の
減
少
（
同
９
１
７
人
の
減
）
の

中
、
病
院
職
員
の
給
与

％
、
賞

与

％
カ
ッ
ト
等
約
１
０
０
０

万
円
強
の
削
減
を
実
施
し
、
更
に
、

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
に
よ
る

入
退
院
の
停
止
、
外
来
の
閉
鎖
等

に
よ
る
収
益
の
減
少
及
び
、
昨
年

度
の
診
療
報
酬
の
実
績
を
考
慮
し

算
定
し
ま
し
た
。

問

鋸
南
病
院
で
は
、
経
営
改
善

の
た
め
職
員
の
人
件
費
を
削
減
し

て
い
る
が
、
病
院
事
業
継
続
助
成

金
で
職
員
の
人
件
費
を
補
填
で
き

る
の
か
。

答

指
定
管
理
者
か
ら
は
４
月
か

ら
元
の
給
与
に
戻
せ
る
と
の
こ
と

で
す
。

問

鋸
南
病
院
が
４
２
０
０
万
円

の
追
加
支
援
を
要
望
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
経
営
改
善
策
を
提
示
し
依

頼
す
る
の
が
筋
だ
と
思
う
。
町
か

ら
の
要
請
に
対
し
て
提
出
が
な
い

と
の
こ
と
だ
が
ど
う
考
え
る
か
。

答

自
助
努
力
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
病
院

の
あ
り
方
を
き
さ
ら
ぎ
会
と
早
急

に
協
議
し
ま
す
。

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
入
所

状
況
は
ど
う
か
。

答

月
平
均
１
８
５
人
が
入
所
し

前
年
比

人
ほ
ど
増
え
、
ま
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は

人

が
入
所
待
ち
で
す
。

問

中
山
間
の
直
接
支
払
い
交
付

金
事
業
に
つ
い
て
集
落
数
の
変
更

が
な
い
の
に
面
積
、
人
数
が
減
っ

た
理
由
は
。

答

令
和
２
年
度
予
算
要
望
時
に

申
請
を
予
定
し
た
の
は

集
落

で
し
た
が
、
結
果
的
に
実
施
し
た

の
は
、
前
年
と
同
じ

集
落
と
な

っ
た
た
め
、
減
額
し
ま
し
た
。

ま
た
新
規
申
請
が
１
件
あ
っ
た
た

め
集
落
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問

道
の
駅
き
ょ
な
ん
の
ト
イ
レ

の
清
掃
業
務
委
託
に
つ
い
て
予
算

が
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

答

清
掃
業
務
委
託
の
予
算
の
減

額
に
つ
い
て
は
入
札
に
よ
り
執
行

残
額
が
出
た
も
の
で
す
。

特別会計・企業会計 補正前の額 補正額 補正後の額

国民健康保険特別 会計  12億 167万円  　 8093万円  12億8260万円

後期高齢者医療特別会計   1億4300万7千円   △ 719万7千円   1億3581万円

介 護 保 険 特 別 会 計  13億4976万7千円  1億2370万7千円  14億7347万4千円

鋸 南 病 院 事 業 会 計   1億 535万1千円      127万6千円   1億 662万7千円

水 道 事 業 会 計   4億7107万8千円      505万1千円   4億7612万9千円

総
額

億
６
９
６
６
万
５
千
円

鋸
南
病
院
関
連
予
算
に
質
疑
多
数

～
き
さ
ら
ぎ
会
か
ら
経
営
に
係
る
説
明
会
～ 

令和 年度

最終補正予算

鋸南病院からの説明会

３月３日、きさらぎ会の金親院長と山本医師が来庁

し、鋸南病院の現状と今後についての説明があった。

①新型コロナウイルス感染症対策についての説明

②新型コロナウイルス感染症から回復した患者の受け

入れのため、後方支援病床６床を確保したとの報告

③きさらぎ会の経営状況及び体制についての説明

－ 4－
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
う 

皆
さ
ん
は
こ
っ
ち
ね 

２
議
員
が
町
政
を
問
う 

竹田 和明 議員 
 

・町の財政状況について 
・地方への人口分散について 
・脱炭素化の取り組みについて 

よ
り
と
も
君

議会の様子は、ホームページの「議会中継」か

ら視聴できますが、YouTube(ユーチューブ)の
ウェブサイトで『鋸南町議会』と検索すれば「鋸

南町議会チャンネル」で見ることができます。 
どちらも QR コードを使用しても簡単に視聴

できますので、ご利用ください。 

 
 
 

 

笹生 あすか 議員 
 

・新型コロナウイルス感染症対策 
（町指定管理病院）について 

・飼い主のいない猫について 

 

み
か
え
り
ち
ゃ
ん

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

利
用
の
各
々
方
‼ 

こ
ち
ら
か
ら
じ
ゃ 

－ 5－
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
３

波
が
到
来
し
、
当
町
指
定
管
理

の
鋸
南
病
院
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
。
病
院
職
員
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町

民
が
安
心
し
て
鋸
南
病
院
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
改
善
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

問

鋸
南
病
院
職
員
の
体
調
管

理
や
、
発
症
し
た
際
の
勤
務
変

更
な
ど
、
感
染
対
策
を
踏
ま
え

た
勤
務
体
制
等
に
つ
い
て
、
町

は
把
握
し
て
い
た
の
か
。

答

感
染
症
対
策
本
部
会
議
を

経
て
、
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

職
員
の
勤
務
管
理
等
は
、
指
定

管
理
者
が
行
っ
て
い
る
た
め
、

詳
細
な
把
握
ま
で
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
令
和
３
年
１
月
７

日
に
鋸
南
き
さ
ら
ぎ
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
職
員
が

感
染
し
た
報
告
を
受
け
、
保
健

所
な
ど
関
係
機
関
と
と
も
に
、

発
生
の
状
況
、
職
員
の
体
調
管

理
や
、
職
員
の
勤
務
な
ど
状
況

把
握
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

指
定
管
理
者
の
鋸
南
き
さ
ら
ぎ

会
と
、
連
絡
体
制
を
密
に
し
、

緊
急
時
の
状
況
把
握
を
速
や
か

に
行
え
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。 

問

今
、
鋸
南
病
院
は
危
機
的

状
況
に
あ
り
、
町
は
特
別
体
制

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
病
院
全
体
の
、
接

遇
の
質
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
病
院
を
良
く
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
る
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

答

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

関
し
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
病
院
職
員
と

の
意
見
交
換
な
ど
病
院
側
と
協

議
し
、
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い

て
全
国
的
に
飼
い
主
の
い
な
い

猫
が
社
会
問
題
に
な
り
、
町
民

か
ら
も
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

問

個
人
や
団
体
で
不
妊
手

術
費
用
を
負
担
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
町
と
し
て
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

答

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
措
置
等
に
つ
い
て

は
、
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
「
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」

を
活
用
す
る
方
法
が
あ
り
、
人

と
猫
が
地
域
で
共
生
し
て
い

け
る
よ
う
に
猫
の
命
を
尊
重

す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
状
況
に
よ
り

制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

要
望

｢

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不

妊
手
術
事
業｣

と
は
、
飼
い
主

笹生 あすか
議員

病
院
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く

病
院
立
て
直
し
の
た
め
特
別
体
制
で
対
策
を

答ええ 問え

の
い
な
い
猫
に
対
し
、
捕
獲
し

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
そ
の

印
と
し
て
耳
先
を
桜
の
花
び
ら

の
よ
う
に
Ｖ
字
に
カ
ッ
ト
し
、

元
の
場
所
に
戻
す
こ
と
で
繁
殖

を
防
止
し
、
一
代
限
り
の
命
を

全
う
さ
せ
、
殺
処
分
の
減
少
に

寄
与
す
る
活
動
だ
。

行
政
が
申
請
す
れ
ば
、
不
妊

手
術
無
料
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
制

限
が
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
導
入
し

て
ほ
し
い
。
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鋸
南
町
の
財
政

台
風
災
害
と
コ
ロ
ナ
禍
、
町

の
財
政
状
況
を
確
認
し
た
い
。

問

財
政
調
整
基
金
の
運
用
に

つ
い
て
の
現
状
及
び
課
題
は
。

答

財
政
調
整
基
金
は
、
不
況

や
災
害
等
に
備
え
積
立
て
る
も

の
で
、
そ
の
残
高
は
令
和
２
年

度
末
に

億
円
を
超
え
る
見

込
み
で
す
。
一
方
、
低
金
利
の
た

め
、
運
用
益
は
僅
少
で
す
。

問

令
和
２
年
度
末
基
金
残
高

増
の
要
因
の
内
、
行
政
改
革
に

よ
る
成
果
は
。

答

特
別
職
の
人
件
費
削
減
な

ど
で
約
１
１
５
０
万
円
で
す
。

問

都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備

事
業
の
財
源
は
。

答

総
事
業
費
が
８
億
９
千
万

円
と
多
額
の
た
め
、
使
途
目
的

が
広
く
、
交
付
税
算
入
率
の
高

い
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
す

る
予
定
で
す
。

問

事
業
費
の

％
は
住
民

負
担
と
な
る
。
事
業
収
益
な
い

し
は
そ
の
波
及
効
果
が
事
業
費

の

％
以
上
見
込
め
る
の
か
。

答

当
事
業
は
、
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
子
育
て
支
援
等

多
目
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設

で
あ
り
、
費
用
対
効
果
は
計
れ

ま
せ
ん
が
、
収
益
性
の
高
い
施

設
と
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

地
方
へ
の
人
口
分
散

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
口
の
地

方
分
散
の
予
測
も
あ
る
。

問

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答

「
鋸
南
町
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
通

り
、
移
住
定
住
の
推
進
や
空
き

家
対
策
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

問

総
合
戦
略
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
優
先
課
題
と
さ
れ
た
、
人

口
減
少
、
移
住
の
促
進
、
交
通
基

盤
の
充
実
等
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
見

え
る
化
」
が
図
れ
な
い
か
。

答

総
合
戦
略
の
基
本
目
標

は
、
施
策
ご
と
に
成
果
や
課
題
、

今
後
の
方
向
性
を
と
り
ま
と
め

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
公
表

す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

脱
炭
素
化
へ
の
取
組
み

国
は
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

を
宣
言
し
た
。

問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
現
状
お
よ
び
循
環
型
社
会

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答

鋸
南
小
、
鋸
南
中
、
道
の

駅
保
田
小
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
ま
た
個
人
住

宅
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
設
置
に
対
し
補
助
を
行

い
、
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
推
進
は
環
境
保

全
上
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
、
廃
棄
物
処
理
で
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
回
収
利
用
や
、
し
尿

処
理
で
の
脱
水
汚
泥
の
助
燃
材

化
、
又
、
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル

竹田 和明
議員

年
度
末
ま
で
に
実
行
計
画
を
公
表
す
る

グ
リ
ー
ン
社
会
へ
の
取
組
み
状
況
は

答ええ 問え

活
動
の
推
進
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

問

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
で
は
、「
公
共

団
体
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
策
定
状
況
は
。

答

既
に
着
手
済
み
で
、
年
度
末

ま
で
に
公
表
の
予
定
で
す
。

道の駅保田小の太陽光パネル

－ 6－
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
３

波
が
到
来
し
、
当
町
指
定
管
理

の
鋸
南
病
院
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
。
病
院
職
員
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町

民
が
安
心
し
て
鋸
南
病
院
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
改
善
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

問

鋸
南
病
院
職
員
の
体
調
管

理
や
、
発
症
し
た
際
の
勤
務
変

更
な
ど
、
感
染
対
策
を
踏
ま
え

た
勤
務
体
制
等
に
つ
い
て
、
町

は
把
握
し
て
い
た
の
か
。

答

感
染
症
対
策
本
部
会
議
を

経
て
、
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

職
員
の
勤
務
管
理
等
は
、
指
定

管
理
者
が
行
っ
て
い
る
た
め
、

詳
細
な
把
握
ま
で
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
令
和
３
年
１
月
７

日
に
鋸
南
き
さ
ら
ぎ
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
職
員
が

感
染
し
た
報
告
を
受
け
、
保
健

所
な
ど
関
係
機
関
と
と
も
に
、

発
生
の
状
況
、
職
員
の
体
調
管

理
や
、
職
員
の
勤
務
な
ど
状
況

把
握
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

指
定
管
理
者
の
鋸
南
き
さ
ら
ぎ

会
と
、
連
絡
体
制
を
密
に
し
、

緊
急
時
の
状
況
把
握
を
速
や
か

に
行
え
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。 

問

今
、
鋸
南
病
院
は
危
機
的

状
況
に
あ
り
、
町
は
特
別
体
制

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
病
院
全
体
の
、
接

遇
の
質
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
病
院
を
良
く
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
る
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

答

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

関
し
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
病
院
職
員
と

の
意
見
交
換
な
ど
病
院
側
と
協

議
し
、
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い

て
全
国
的
に
飼
い
主
の
い
な
い

猫
が
社
会
問
題
に
な
り
、
町
民

か
ら
も
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

問

個
人
や
団
体
で
不
妊
手

術
費
用
を
負
担
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
町
と
し
て
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

答

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
措
置
等
に
つ
い
て

は
、
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
「
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」

を
活
用
す
る
方
法
が
あ
り
、
人

と
猫
が
地
域
で
共
生
し
て
い

け
る
よ
う
に
猫
の
命
を
尊
重

す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
状
況
に
よ
り

制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

要
望

｢

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不

妊
手
術
事
業｣

と
は
、
飼
い
主

笹生 あすか
議員

病
院
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く

病
院
立
て
直
し
の
た
め
特
別
体
制
で
対
策
を

答ええ 問え

の
い
な
い
猫
に
対
し
、
捕
獲
し

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
そ
の

印
と
し
て
耳
先
を
桜
の
花
び
ら

の
よ
う
に
Ｖ
字
に
カ
ッ
ト
し
、

元
の
場
所
に
戻
す
こ
と
で
繁
殖

を
防
止
し
、
一
代
限
り
の
命
を

全
う
さ
せ
、
殺
処
分
の
減
少
に

寄
与
す
る
活
動
だ
。

行
政
が
申
請
す
れ
ば
、
不
妊

手
術
無
料
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
制

限
が
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
導
入
し

て
ほ
し
い
。
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令和３年度普通会計当初予算

一般会計 億 万 千円

国民健康保険特別会計 億 万 千円

後期高齢者医療特別会計 億 万 千円

介護保険特別会計 億 万 千円

                           

問

閉
じ
こ
も
り
予
防
等
の
た
め

の
介
護
予
防
事
業
は
ど
の
よ
う
な

人
が
対
象
か
。 

答

歳
以
上
で
要
介
護
認
定

が
さ
れ
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

郵
送
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回

収
が
で
き
な
い
方
は
訪
問
し
て
状

況
に
よ
り
参
加
を
促
し
ま
す
。 

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
予
定
は
ど
う
な
る
か
。 

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
医
療
従
事

者
か
ら
始
め
、

歳
以
上
の
方
に

は
４
月
中
に
接
種
券
を
発
送
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
他
の
住
民
へ
の

接
種
券
発
送
時
期
は
未
定
で
す
。 

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後

の
人
数
、
活
動
、
地
元
定
着
策
な
ど

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

答

隊
員
数
は
３
名
と
し
、
農
業

振
興
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
担
い
ま

す
。
任
期
後
は
新
規
就
農
者
と
し

て
補
助
金
を
活
用
し
地
元
へ
の
定

着
を
促
し
ま
す
。

問

観
光
客
が
減
少
す
る
中
、
２

つ
の
観
光
案
内
所
を
維
持
す
る
の

か
。

答

観
光
協
会
で
は
、
保
田
案
内

所
へ
の
統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。 

問

都
市
交
流
施
設
の
修
繕
に
関

し
、
指
定
管
理
者
と
の
間
で
、
費
用

負
担
の
取
り
決
め
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

答

大
規
模
な
修
繕
は
町
負
担
、

１
件

万
円
未
満
の
修
繕
は
指
定

管
理
者
負
担
で
す
。 

問

新
規
就
農
者
確
保
が
重
要
だ

が
、
営
農
の
た
め
町
に
移
住
し
た

人
は
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

補
助
金
の
対
象
か
。 

答

個
人
は
対
象
で
す
。
法
人
は

対
象
外
で
す
が
別
の
補
助
事
業
が

あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
企
業
誘
致
に
よ
り
、
就
農
人
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

問

狩
猟
エ
コ
ツ
ア
ー
担
当
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
が
終

了
し
た
が
、
事
業
継
続
す
る
の
か
。 

答

退
任
協
力
隊
や
外
部
委
託
に

よ
る
承
継
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

町
営
住
宅
は
老
朽
化
に
よ
り
、

事
故
の
リ
ス
ク
も
高
い
。
早
急
に

解
体
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

解
体
費
用
お
よ
び
入
居
者
へ

の
対
応
を
検
討
中
で
す
。
施
設
に

は
、
事
故
に
備
え
損
害
賠
償
責
任
保

険
を
掛
け
て
い
ま
す
。

問

買
取
り
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
勝
山
橋
脇
用
地
は
、
地
権
者
と
国

と
の
間
で
進
展
は
あ
る
か
。
国
に
代

わ
り
町
が
取
得
で
き
な
い
の
か
。 

答

様
々
な
要
因
か
ら
地
権
者
と

の
交
渉
に
進
展
が
な
い
状
況
で
す
。 

問

中
学
校
屋
上
の
防
水
工
事
に

つ
い
て
、
生
徒
の
数
が
少
な
い
中
、

多
額
の
費
用
を
か
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
多
目
的
施
設
と
し
て
一
般
利
用

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

多
目
的
な
有
効
利
用
は
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
生
徒
と
一

般
利
用
者
の
動
線
を
分
け
る
な
ど

そ
の
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

問

低
所
得
者
区
分
の
見
直
し
に

よ
り
、
施
設
入
居
者
の
施
設
利
用
料

も
上
が
る
の
か
。
ま
た
、
影
響
が
出

る
対
象
者
の
数
は
。

答

施
設
の
食
費
が
１
日
３
０
０

円
か
ら
倍
額
に
な
り
ま
す
。
影
響
す

る
の
は
１
５
０
人
ほ
ど
で
す
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

答

議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
介
護

事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
関
係
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
建
設
水
道
課
関
係
】

【
地
域
振
興
課
関
係
】

【
教
育
課
関
係
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

の
主
な
質
疑

問

行
政
改
革
と
い
う
点
で
、
建

物
建
替
え
費
用
や
土
地
買
収
費
用

を
抑
え
、
無
駄
な
費
用
削
減
等
の

余
地
が
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
役
場
内
の
部
下
の
指
導

教
育
も
不
十
分
で
は
な
い
か
。 

答

極
端
な
価
格
交
渉
は
資
産
評

価
額
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
発
注
は
積
算
基
準
に
基
づ

い
て
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
に
応
じ
て
職
員
数
を
削
減

し
、
一
方
で
毎
年
職
員
研
修
を
行

う
な
ど
、
近
隣
市
に
先
駆
け
て
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
一
層
努
力
し
ま
す
。

問

人
口
減
少
に
伴
い
、
町
の
最

も
重
要
な
財
源
で
あ
る
交
付
税
は

ど
の
程
度
削
減
さ
れ
る
の
か
。 

答

国
勢
調
査
は
前
回
の
８
０
２

０
人
か
ら
７
０
０
０
人
程
に
減
っ

て
お
り
、
令
和
３
年
の
交
付
税
か

ら
減
額
に
な
る
の
は
確
か
で
す
が
、

そ
の
額
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

域
学
連
携
研
究
委
託
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い

る
か
。 

答

町
が
挙
げ
た
課
題
の
中
か
ら
、

大
学
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
佐
久

間
ダ
ム
や
町
の
空
間
の
利
活
用
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

問

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金

業
務
代
行
委
託
と
は
、
具
体
的
に

何
を
代
行
さ
せ
る
の
か
。 

答

発
注
の
代
行
を
委
託
す
る
他
、

予
算
に
は
返
礼
品
の
代
金
お
よ
び

送
料
を
含
み
ま
す
。 

問

生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助

金
が
令
和
２
年
度
比
で
増
額
と
な

っ
た
理
由
は
何
か
。 

答

令
和
２
年
度
ま
で
は
国
県
の

補
助
相
当
額
を
沿
線
市
町
で
補
填

し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

赤
字
分
を
補
填
す
る
た
め
で
す
。 

問

職
員
数
が
減
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
給
与
費
が
増
額
と
な

っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。 

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
な
ど
特

別
な
給
与
費
が
必
要
と
な
る
こ
と

と
、
人
事
異
動
や
会
計
年
度
任
用
職

員
の
昇
給
及
び
期
末
手
当
の
増
等

を
積
み
上
げ
し
た
結
果
で
す
。 

問

通
勤
支
援
助
成
金
は
町
外
の

人
も
対
象
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
情

報
発
信
し
て
い
く
の
か
。 

答

当
初
は
、
町
民
を
対
象
に
試
行

的
に
支
援
を
行
い
、
そ
の
後
対
象
を

拡
大
し
、
移
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
は
紙

媒
体
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
移
住
定
住
サ

イ
ト
を
通
じ
て
行
う
予
定
で
す
。 

問

法
人
税
割
を
納
付
し
て
い
る

法
人
は
何
社
か
。 

答

令
和
３
年
２
月
末
時
点

社

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
均
等
割
を
課

税
し
て
い
る
法
人
数
を
含
め
る
と

１
９
３
社
と
な
り
ま
す
。 

問

軽
自
動
車
税
に
関
し
、
軽
乗
用

車
の
登
録
台
数
は
何
台
か
。 

答

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
３

０
９
５
台
で
す
。
な
お
、
前
年
比
77

台
増
で
す
。 

問

入
湯
税
増
額
の
理
由
は
何
か
。 

答

対
象
施
設
が
１
件
増
え
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。 

問

鋸
南
病
院
が
指
定
管
理
と
な

っ
た
時
の
補
助
は
４
千
万
円
だ
っ

た
が
、
こ
の
２
、
３
年
は
７
千
万
円
、

令
和
２
年
度
は
１
億
２
千
５
百
万

円
と
な
り
、
赤
字
体
質
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
鋸
南
病
院
を
ど
う

立
て
直
す
の
か
。 

答

診
療
の
質
向
上
と
、
経
営
改
善

を
図
り
つ
つ
、
後
継
者
育
成
に
努
め

ま
す
。

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
平
島
孝
一
郎
委
員
長
）
を
設
置
し
、
審
査
を

行
っ
た
。
一
般
会
計
で
は
、
多
く
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
総
額
は

億
６
６
１
６
万
１
千
円
で
、
前
年
度
比
４
．
２
％
、
１
億
６
９
６
１
万
９
千
円
の
増
と
な
っ
た
。

新
年
度
で
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
改
事
業
２
７
０
４
万
９
千
円
、
都
市
交
流
施
設
周
辺
整

備
事
業
５
３
２
９
万
２
千
円
、
被
災
住
宅
修
繕
支
援
事
業
１
億
４
６
１
５
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
事

業
６
１
４
２
万
４
千
円
、
移
住
支
援
事
業
４
０
０
万
円
、
道
路
長
寿
命
化
修
繕
事
業
４
３
０
０
万
円
、
地
域
防
災
計
画
修
正
等
業

務
委
託
１
９
４
７
万
円
、
中
学
校
屋
上
防
水
改
修
事
業
４
４
７
４
万
８
千
円
な
ど
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

【
総
務
企
画
課
関
係
】

【
税
務
住
民
課
関
係
】

【
保
健
福
祉
課
関
係
】
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令和３年度普通会計当初予算

一般会計 億 万 千円

国民健康保険特別会計 億 万 千円

後期高齢者医療特別会計 億 万 千円

介護保険特別会計 億 万 千円

                           

問

閉
じ
こ
も
り
予
防
等
の
た
め

の
介
護
予
防
事
業
は
ど
の
よ
う
な

人
が
対
象
か
。 

答

歳
以
上
で
要
介
護
認
定

が
さ
れ
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

郵
送
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回

収
が
で
き
な
い
方
は
訪
問
し
て
状

況
に
よ
り
参
加
を
促
し
ま
す
。 

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
予
定
は
ど
う
な
る
か
。 

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
医
療
従
事

者
か
ら
始
め
、

歳
以
上
の
方
に

は
４
月
中
に
接
種
券
を
発
送
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
他
の
住
民
へ
の

接
種
券
発
送
時
期
は
未
定
で
す
。 

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後

の
人
数
、
活
動
、
地
元
定
着
策
な
ど

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

答

隊
員
数
は
３
名
と
し
、
農
業

振
興
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
担
い
ま

す
。
任
期
後
は
新
規
就
農
者
と
し

て
補
助
金
を
活
用
し
地
元
へ
の
定

着
を
促
し
ま
す
。

問

観
光
客
が
減
少
す
る
中
、
２

つ
の
観
光
案
内
所
を
維
持
す
る
の

か
。

答

観
光
協
会
で
は
、
保
田
案
内

所
へ
の
統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。 

問

都
市
交
流
施
設
の
修
繕
に
関

し
、
指
定
管
理
者
と
の
間
で
、
費
用

負
担
の
取
り
決
め
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

答

大
規
模
な
修
繕
は
町
負
担
、

１
件

万
円
未
満
の
修
繕
は
指
定

管
理
者
負
担
で
す
。 

問

新
規
就
農
者
確
保
が
重
要
だ

が
、
営
農
の
た
め
町
に
移
住
し
た

人
は
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

補
助
金
の
対
象
か
。 

答

個
人
は
対
象
で
す
。
法
人
は

対
象
外
で
す
が
別
の
補
助
事
業
が

あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
企
業
誘
致
に
よ
り
、
就
農
人
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

問

狩
猟
エ
コ
ツ
ア
ー
担
当
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
が
終

了
し
た
が
、
事
業
継
続
す
る
の
か
。 

答

退
任
協
力
隊
や
外
部
委
託
に

よ
る
承
継
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

町
営
住
宅
は
老
朽
化
に
よ
り
、

事
故
の
リ
ス
ク
も
高
い
。
早
急
に

解
体
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

解
体
費
用
お
よ
び
入
居
者
へ

の
対
応
を
検
討
中
で
す
。
施
設
に

は
、
事
故
に
備
え
損
害
賠
償
責
任
保

険
を
掛
け
て
い
ま
す
。

問

買
取
り
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
勝
山
橋
脇
用
地
は
、
地
権
者
と
国

と
の
間
で
進
展
は
あ
る
か
。
国
に
代

わ
り
町
が
取
得
で
き
な
い
の
か
。 

答

様
々
な
要
因
か
ら
地
権
者
と

の
交
渉
に
進
展
が
な
い
状
況
で
す
。 

問

中
学
校
屋
上
の
防
水
工
事
に

つ
い
て
、
生
徒
の
数
が
少
な
い
中
、

多
額
の
費
用
を
か
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
多
目
的
施
設
と
し
て
一
般
利
用

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

多
目
的
な
有
効
利
用
は
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
生
徒
と
一

般
利
用
者
の
動
線
を
分
け
る
な
ど

そ
の
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

問

低
所
得
者
区
分
の
見
直
し
に

よ
り
、
施
設
入
居
者
の
施
設
利
用
料

も
上
が
る
の
か
。
ま
た
、
影
響
が
出

る
対
象
者
の
数
は
。

答

施
設
の
食
費
が
１
日
３
０
０

円
か
ら
倍
額
に
な
り
ま
す
。
影
響
す

る
の
は
１
５
０
人
ほ
ど
で
す
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

答

議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
介
護

事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
関
係
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
建
設
水
道
課
関
係
】

【
地
域
振
興
課
関
係
】

【
教
育
課
関
係
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

の
主
な
質
疑

令和３年度普通会計当初予算

一般会計 億 万 千円

国民健康保険特別会計 億 万 千円

後期高齢者医療特別会計 億 万 千円

介護保険特別会計 億 万 千円

問

閉
じ
こ
も
り
予
防
等
の
た
め

の
介
護
予
防
事
業
は
ど
の
よ
う
な

人
が
対
象
か
。 

答

歳
以
上
で
要
介
護
認
定

が
さ
れ
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

郵
送
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回

収
が
で
き
な
い
方
は
訪
問
し
て
状

況
に
よ
り
参
加
を
促
し
ま
す
。 

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
予
定
は
ど
う
な
る
か
。 

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
医
療
従
事

者
か
ら
始
め
、

歳
以
上
の
方
に

は
４
月
中
に
接
種
券
を
発
送
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
他
の
住
民
へ
の

接
種
券
発
送
時
期
は
未
定
で
す
。 

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後

の
人
数
、
活
動
、
地
元
定
着
策
な
ど

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

答

隊
員
数
は
３
名
と
し
、
農
業

振
興
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
担
い
ま

す
。
任
期
後
は
新
規
就
農
者
と
し

て
補
助
金
を
活
用
し
地
元
へ
の
定

着
を
促
し
ま
す
。

問

観
光
客
が
減
少
す
る
中
、
２

つ
の
観
光
案
内
所
を
維
持
す
る
の

か
。

答

観
光
協
会
で
は
、
保
田
案
内

所
へ
の
統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。 

問

都
市
交
流
施
設
の
修
繕
に
関

し
、
指
定
管
理
者
と
の
間
で
、
費
用

負
担
の
取
り
決
め
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

答

大
規
模
な
修
繕
は
町
負
担
、

１
件

万
円
未
満
の
修
繕
は
指
定

管
理
者
負
担
で
す
。 

問

新
規
就
農
者
確
保
が
重
要
だ

が
、
営
農
の
た
め
町
に
移
住
し
た

人
は
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

補
助
金
の
対
象
か
。 

答

個
人
は
対
象
で
す
。
法
人
は

対
象
外
で
す
が
別
の
補
助
事
業
が

あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
企
業
誘
致
に
よ
り
、
就
農
人
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

問

狩
猟
エ
コ
ツ
ア
ー
担
当
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
が
終

了
し
た
が
、
事
業
継
続
す
る
の
か
。 

答

退
任
協
力
隊
や
外
部
委
託
に

よ
る
承
継
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

町
営
住
宅
は
老
朽
化
に
よ
り
、

事
故
の
リ
ス
ク
も
高
い
。
早
急
に

解
体
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

解
体
費
用
お
よ
び
入
居
者
へ

の
対
応
を
検
討
中
で
す
。
施
設
に

は
、
事
故
に
備
え
損
害
賠
償
責
任
保

険
を
掛
け
て
い
ま
す
。

問

買
取
り
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
勝
山
橋
脇
用
地
は
、
地
権
者
と
国

と
の
間
で
進
展
は
あ
る
か
。
国
に
代

わ
り
町
が
取
得
で
き
な
い
の
か
。 

答

様
々
な
要
因
か
ら
地
権
者
と

の
交
渉
に
進
展
が
な
い
状
況
で
す
。 

問

中
学
校
屋
上
の
防
水
工
事
に

つ
い
て
、
生
徒
の
数
が
少
な
い
中
、

多
額
の
費
用
を
か
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
多
目
的
施
設
と
し
て
一
般
利
用

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

多
目
的
な
有
効
利
用
は
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
生
徒
と
一

般
利
用
者
の
動
線
を
分
け
る
な
ど

そ
の
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

問

低
所
得
者
区
分
の
見
直
し
に

よ
り
、
施
設
入
居
者
の
施
設
利
用
料

も
上
が
る
の
か
。
ま
た
、
影
響
が
出

る
対
象
者
の
数
は
。

答

施
設
の
食
費
が
１
日
３
０
０

円
か
ら
倍
額
に
な
り
ま
す
。
影
響
す

る
の
は
１
５
０
人
ほ
ど
で
す
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

答

議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
介
護

事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
関
係
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
建
設
水
道
課
関
係
】

【
地
域
振
興
課
関
係
】

【
教
育
課
関
係
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

の
主
な
質
疑

問

行
政
改
革
と
い
う
点
で
、
建

物
建
替
え
費
用
や
土
地
買
収
費
用

を
抑
え
、
無
駄
な
費
用
削
減
等
の

余
地
が
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
役
場
内
の
部
下
の
指
導

教
育
も
不
十
分
で
は
な
い
か
。 

答

極
端
な
価
格
交
渉
は
資
産
評

価
額
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
発
注
は
積
算
基
準
に
基
づ

い
て
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
に
応
じ
て
職
員
数
を
削
減

し
、
一
方
で
毎
年
職
員
研
修
を
行

う
な
ど
、
近
隣
市
に
先
駆
け
て
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
一
層
努
力
し
ま
す
。

問

人
口
減
少
に
伴
い
、
町
の
最

も
重
要
な
財
源
で
あ
る
交
付
税
は

ど
の
程
度
削
減
さ
れ
る
の
か
。 

答

国
勢
調
査
は
前
回
の
８
０
２

０
人
か
ら
７
０
０
０
人
程
に
減
っ

て
お
り
、
令
和
３
年
の
交
付
税
か

ら
減
額
に
な
る
の
は
確
か
で
す
が
、

そ
の
額
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

域
学
連
携
研
究
委
託
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い

る
か
。 

答

町
が
挙
げ
た
課
題
の
中
か
ら
、

大
学
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
佐
久

間
ダ
ム
や
町
の
空
間
の
利
活
用
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

問

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金

業
務
代
行
委
託
と
は
、
具
体
的
に

何
を
代
行
さ
せ
る
の
か
。 

答

発
注
の
代
行
を
委
託
す
る
他
、

予
算
に
は
返
礼
品
の
代
金
お
よ
び

送
料
を
含
み
ま
す
。 

問

生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助

金
が
令
和
２
年
度
比
で
増
額
と
な

っ
た
理
由
は
何
か
。 

答

令
和
２
年
度
ま
で
は
国
県
の

補
助
相
当
額
を
沿
線
市
町
で
補
填

し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

赤
字
分
を
補
填
す
る
た
め
で
す
。 

問

職
員
数
が
減
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
給
与
費
が
増
額
と
な

っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。 

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
な
ど
特

別
な
給
与
費
が
必
要
と
な
る
こ
と

と
、
人
事
異
動
や
会
計
年
度
任
用
職

員
の
昇
給
及
び
期
末
手
当
の
増
等

を
積
み
上
げ
し
た
結
果
で
す
。 

問

通
勤
支
援
助
成
金
は
町
外
の

人
も
対
象
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
情

報
発
信
し
て
い
く
の
か
。 

答

当
初
は
、
町
民
を
対
象
に
試
行

的
に
支
援
を
行
い
、
そ
の
後
対
象
を

拡
大
し
、
移
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
は
紙

媒
体
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
移
住
定
住
サ

イ
ト
を
通
じ
て
行
う
予
定
で
す
。 

問

法
人
税
割
を
納
付
し
て
い
る

法
人
は
何
社
か
。 

答

令
和
３
年
２
月
末
時
点

社

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
均
等
割
を
課

税
し
て
い
る
法
人
数
を
含
め
る
と

１
９
３
社
と
な
り
ま
す
。 

問

軽
自
動
車
税
に
関
し
、
軽
乗
用

車
の
登
録
台
数
は
何
台
か
。 

答

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
３

０
９
５
台
で
す
。
な
お
、
前
年
比
77

台
増
で
す
。 

問

入
湯
税
増
額
の
理
由
は
何
か
。 

答

対
象
施
設
が
１
件
増
え
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。 

問

鋸
南
病
院
が
指
定
管
理
と
な

っ
た
時
の
補
助
は
４
千
万
円
だ
っ

た
が
、
こ
の
２
、
３
年
は
７
千
万
円
、

令
和
２
年
度
は
１
億
２
千
５
百
万

円
と
な
り
、
赤
字
体
質
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
鋸
南
病
院
を
ど
う

立
て
直
す
の
か
。 

答

診
療
の
質
向
上
と
、
経
営
改
善

を
図
り
つ
つ
、
後
継
者
育
成
に
努
め

ま
す
。

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
平
島
孝
一
郎
委
員
長
）
を
設
置
し
、
審
査
を

行
っ
た
。
一
般
会
計
で
は
、
多
く
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
総
額
は

億
６
６
１
６
万
１
千
円
で
、
前
年
度
比
４
．
２
％
、
１
億
６
９
６
１
万
９
千
円
の
増
と
な
っ
た
。

新
年
度
で
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
改
事
業
２
７
０
４
万
９
千
円
、
都
市
交
流
施
設
周
辺
整

備
事
業
５
３
２
９
万
２
千
円
、
被
災
住
宅
修
繕
支
援
事
業
１
億
４
６
１
５
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
事

業
６
１
４
２
万
４
千
円
、
移
住
支
援
事
業
４
０
０
万
円
、
道
路
長
寿
命
化
修
繕
事
業
４
３
０
０
万
円
、
地
域
防
災
計
画
修
正
等
業

務
委
託
１
９
４
７
万
円
、
中
学
校
屋
上
防
水
改
修
事
業
４
４
７
４
万
８
千
円
な
ど
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

【
総
務
企
画
課
関
係
】

【
税
務
住
民
課
関
係
】

【
保
健
福
祉
課
関
係
】

－ 9－
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請願と陳情とは？ 
どなたでも町政などについて、直接町議会に要望する手段として、請願・陳情があります。 

 

請願は、憲法第 16 条で保障された国民の基本的権利です。「何人も、損害の救済、公務の罷免、

法律、命令又は規則の制定、廃止又は改正その他の事項に関し、平穏に請願する権利を有し、何人

も、かかる請願をしたためにいかなる差別待遇も受けない。」とあり、未成年でも外国人でも可能

です。 

地方議会に対する請願は、地方自治法及び各議会の会議規則に規定がされており、提出には１人以

上の紹介議員が必要となり、委員会に付託され、本会議で採択されます。 

 

陳情は、紹介議員は必要ありませんが、委員会に付託され審議されます。 

 

提出方法 書式に従い、願意（趣旨を明確かつ簡潔に記載したもの）、理由、提出年月日、住所、

名前、紹介議員の署名（陳情の場合は不要）を議長宛に提出。受け付けは議会事務局へ。            

                                                

          

 

 

 

 

 

 

 

 

議
会
の
日
誌 

～
編
集
後
記
～ 
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も
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の
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の
半
分

が
過
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よ
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と
し
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い
ま
す
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２
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間
の
議
員
生
活
を
振
り
返
る

と
、
相
次
ぐ
台
風
災
害
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
議
員
活

動
に
奔
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
場
が

被
災
す
る
な
ど
、
今
ま
で
と
は
異
な
る

議
会
運
営
と
な
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
３
月
議
会

は
緊
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事
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宣
言
の
最
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と
い
う
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と
で
、
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場
で
の
傍
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れ
ま
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２
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会
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５
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会
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、
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り
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中
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も
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の
で
、
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続
け
た
い
と
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っ
て
い
ま
す
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ま
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き

ま
す
よ
う
に
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
笹
生
あ
す
か
） 

平成２８年１２月定例会では、「汚染土壌・産業廃棄

物最終処分場はいらない町宣言を求める請願」が採択

され、この宣言がされたよ。 

１月２５日 議員全員協議会 
２月１２日 議員全員協議会 
      議員総会 
２月２２日 議会運営委員会 
      鋸南町総合計画説明会 
３月 ２日 第１回議会定例会開会 
 

 
 
 

３月 ３日 第１回議会定例会 第２日目 
 きさらぎ会説明会 

３月 ８日 予算審査特別委員会 
３月１２日 第１回議会定例会閉会 
３月２６日 議会広報特別委員会 
４月 ２日 議会広報特別委員会協議会 
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請願と陳情とは？ 
どなたでも町政などについて、直接町議会に要望する手段として、請願・陳情があります。 

 

請願は、憲法第16条で保障された国民の基本的権利です。「何人も、損害の救済、公務の罷免、

法律、命令又は規則の制定、廃止又は改正その他の事項に関し、平穏に請願する権利を有し、何人

も、かかる請願をしたためにいかなる差別待遇も受けない。」とあり、未成年でも外国人でも可能

です。 

地方議会に対する請願は、地方自治法及び各議会の会議規則に規定がされており、提出には１人以

上の紹介議員が必要となり、委員会に付託され、本会議で採択されます。 

 

陳情は、紹介議員は必要ありませんが、委員会に付託され審議されます。 

提出方法 書式に従い、願意（趣旨を明確かつ簡潔に記載したもの）、理由、提出年月日、住所、

名前、紹介議員の署名（陳情の場合は不要）を議長宛に提出。受け付けは議会事務局へ。            
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